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平成29年度
生活習慣病対策健診・保健指導に関する企画・運営・
技術研修（事業評価編）

Ⅵ.特定健診・特定保健指導の事業評価の支援計画

支援計画案作成 演習の進め方

平成29年6月9日（金）1

演習のねらい

SBOｓ ２．

保険者が行う特定健診・特定保健指導事業を踏まえて、地域（都道府県）
レベルでの事業の課題を把握し分析することができる。

→ 演習様式 AとB
健康課題とその対策の実情を把握したうえで，全体像を把握し，事
業評価（計画）において，何の強化が必要かを見極める

SBOｓ ３．

地域（都道府県）レベルでの特定健診・特定保健指導事業の課題を改善
するための支援や、保険者等との調整を含む評価体制構築に関する計画
を策定することができる。

→ 演習様式 C
様式A・Bアセスメントから，事業評価ができるように支援するには
どうするか…の支援計画を立案
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演習(グループワーク)のねらい

現状(問題)
アセスメント(要因)

共通課題

現状分析・課題の明確化

評価の枠組みに沿った
評価項目・指標・方法など

評価項目の整理

支援計画を具体的に策定

事業評価・評価計画
の支援計画

支援の効果を評価

都道府県等として
理解しておくべきこと

政令市等，評価に携わる者と
して理解しておくべきこと

評価計画を具体的に策定

事業評価・評価計画
の立案

支援の効果を評価

3

演習の進め方

使用様式

事業評価（支援）
のための

現状把握と分析

事前課題から、県内（管内）の健康課題
とその対策の実態を把握したうえで，評価
の枠組み・評価項目に沿って，県内（管
内）の事業評価実態について共有する。
現状から導いたアセスメント内容につい

てグループ内で妥当性を検討する。
支援（評価）が進まない理由等も検討し，

共通課題を抽出しグループでまとめる。

（様式A）

様式B

13:00-13：45
（45分）

支援計画の
作成

様式Bのアセスメントから，事業評価なら
びに評価計画策定に関して抽出された課
題を解決するためにどのような支援（実
施）が必要か，支援（実施）計画をグループ
で立案する。

様式C13:45-15:15
（90分）

発表 支援計画(様式C)ついて２グループ程度，
発表する。(発表１G；10分程度）

15：25-15：45
（20分）

討論の要点など演習事項日時

まとめ
15：45-16：00

（15分）

（部屋移動等）

総括；生涯健康研究部長 横山徹爾
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事業評価・評価計画の支援に関する計画 (様式AB→C)

様式 A
健康課題の把握

様式B
評価項目の整理

現状分析と課題の明確化
アセスメント

様式C
事業評価と事業評価計画

策定の支援計画

(a)支援計画(具体的に)
支援体制、時期、内容・方法

(b)支援についての評価計画
評価体制、項目、時期課題解決に

向けた
具体的支援計画
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健康課題とその対策の実態（現状）把握と分析

都道府県等の県内（管内）の
生活習慣病に関する
健康問題は何か

県内（管内または圏域内等）の
特性の有無と，特性に応じた
対策実施の状況はどうか

都道府県（管内）における
対策（事業）の実施状況

PDCAサイクルとしてみて
どこ（何）が障壁になっているか

現
状

都道府県等全体で取り組むべきこと，
地域特性別に取り組むべきことは

どの地域（エリア）の
何を強化する必要があるのか

都道府県等として，できる支援
果たせる役割は何か

ア
セ
ス
メ
ン
ト

県内（管内）の保険者が行っている“事業”は
うまくPDCAサイクルを回せているのか

健康課題解決に向けた
対策はどうあるべきか
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対策（事業）のPDCAについて見極める

P
（事業企画，
立案）

・計画の目的・目標を明確にしているか
・計画の対象は妥当か
・計画で用いている手段（媒体，やり方）は 妥当か…

・ストラクチャー

D
（事業実施）

・関わるスタッフ数と時間はどのくらいか
・関係職種等，多職種で取り組んだか
・効果（成果）を上げられるようなマンパワーで行っているか
・実施の結果は，想定した（見込んだ）通りか否か

・プロセス
・アウトプット
・アウトカム

C （評価）

・計画の目的・目標，企画は妥当だったか
・この計画のために必要な分析ができていたか
・実施のやり方のワンパターン化はないか
・実施結果はかけた労力（人，モノ，カネ，時間）に見合うか

・実施結果（成果）を振り返っているか，フィードバックや発
展性があるか

・実施した人材の力量はどうだったか…

・ストラクチャー
・プロセス
・アウトプット
・アウトカム

A
（アセスメント）

・何を，どのように改善するとよいか
・どの情報を補完し，再分析する必要があるか
・中・長期的な見通しを立てているか…
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評価の観点を確認する～評価の枠組み～
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1）ストラクチャー（構造）

保健事業を実施するための仕組みや体制をみる

2）プロセス（過程）

事業の目的，目標の達成に向けた過程や手順，活動の状況をみる

3）アウトプット（事業実施量）

目的・目標の達成のために行う計画した事業（活動）に関して，

何をどれだけどのように実施したか（妥当か）をみる

4）アウトカム（結果）

事業の目的・目標に対する，達成度，成果の数値をみる

計画を実施した結果，何が，どれだけ，どのように変わったか
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評価支援でみるところ

9

支援

市
町
村
国
保

事
業

評
価

都
道
府
県
等

事業評価
不十分

事業評価
実施

生活習慣病対策上
健康課題解決

事業評価
実施の有無等

支援計画の評価

健康課題の明確化（様式A）
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事前課題(様式AB)を踏まえ，市町村等が「事業評価」及び「事業評価計画の策定」
を行うにあたり、評価の枠組みと評価項目に関して，県内市町村（管内）は、実施
しているかどうか。またそれを都道府県等として把握しているかどうか。

事業評価，事業評価計画に関する現状分析 (様式B)

【記入例】

評価の枠組 評価項目 A B C D E …

ストラクチャー

・職員の体制について
・事業予算
・他機関との連携体制

○
○
×

×
○
×

不明
○
○

… … …

プロセス

・設定目標の妥当性
・データの読み取り，診断の妥当性
・受診率向上のための受診勧奨状況
・実施方法，媒体
・事業企画・立案・実施・評価の流れ

○
×
×
○
×

○
×
○
○
×

○
不明
○
○
×

アウトプット
・健診回数（会場数）と受診者数
・保健指導の実施件数と従事者数，時間

○
○

×
○

×
○

アウトカム

・事業目的及び目標の達成度
・健診受診状況（受診率）と医療費
・健診結果の変化

○
×
○

×
×
○

○
×
○
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(1)問題点：

・データを適切に活用した事業評価が、多くの市町村で進んでいない。

・事業の実施だけに追われているところが多い。

(2)アセスメント(背景・理由)：

・データ処理能力のある人材が不足している。

・事業を全体的にマネジメントできる体制でなく，事業実施に偏っている。事業
のPDCAを回す必要がある。

(3)課題：

・データ活用（読み取り）に関する能力向上の必要性

・事業等PDCAサイクルの理解した人材での実施体制

事業評価の現状分析と課題の明確化 (様式B)

【様式B アセスメント記載例】
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様式C 記入例 （事業評価の支援計画）
課題(様式A，Bのアセスメントから)
#1データ活用（読み取り）に関する能力向上の必要性
#2事業等PDCAサイクルの理解に関する能力向上

課題
番号

（a)事業評価の支援計画

支援内容
支援方法

支援体制 時期

#1

・データ処理能力養成のための人
材育成プログラムによる研修を
実施
[データ活用マニュアル・事例集
などを用いた演習の実施]

県：国保部門・
健康増進部門・
保健所

国保連合会，協
会けんぽ，支部

・平成29年度 (データ
ヘルス計画の評価年)

#2

・実践（D)から次のCAに発展させ

る，アセスメント力向上の研修
（演習）を実施

・評価の考え方の研修実施
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様式C 記入例 （支援についての評価計画）

課題(様式A,Bのアセスメントから)
#1データ活用（読み取り）に関する能力向上必要性

課
題

（a)事業評価の支援計画 (b)支援についての評価計画

支援内容
支援方法

支援体制 時期 評価項目 評価体制 時期

#1

・データ処理能力
養成のための
人材育成プロ
グラムによる
研修を実施
［データ活用マ
ニュアル・事
例集などを用
いた演習の
実施］

・現地（電話）で
の実務支援

（集約データ…）

県：国保部
門・健康増
進部門・保
健所

国保連合会，
協会けんぽ，
支部

・平成29
年度
(データ
ヘルス
計画の
評価年)

・データ処理能力
向上のための研
修が実施できた
か。
・研修内容が事業
評価に反映でき
たか。（データが
活用できたか）
・研修で使用した
媒体は効果的か。
・実務支援をどの
くらい行ったか
・実務支援による
成果

・評価検討会
の設置（県；国
保・健康増進
及び国保連合
によるチーム
会議）

・研修前
後
・実務支
援後
・29年度
末または，
次回計画
立案時，
データヘ
ルス計画
の評価年
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成果発表

(1)発表グループには，15：00頃までにお伝えします。
発表になったグループは，発表者を決めてください。

(2)発表内容
「事業評価の支援に関する計画」および
「事業評価計画作成の支援に関する計画」（様式C）

(3)発表時間 (２グループ程度)
1グループ10分程度（質疑応答含む）

(4)発表・総括: 14:25～15:45(場所：交流対応大会議室)
1グループ10分程度発表 総括:15分

15

進め方の確認
① グループメンバー内で，様式A，Bを共有

特に，お互いに全体像をつかみ，アセスメントの妥当性をディスカッ

ションします。

② 様式A，Bのアセスメントから，評価支援（実施）計画（様式Ｃ)を

作成

グループで1つ作成します。

グループのパソコンで，【事業評価編(様式C)】に書き込みながら，

ディスカッションを進めてください。

③ 成果物の提出

出来上がった【様式C】は，遠隔教育システムにアクセスし，

【グループ掲示板】のところへアップロードをしてください。

（15：15締切）
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【グループ掲示板アップの方法】

** 6月9日（金）15：15までにアップロードしてください**

①グループの誰か代表で，「遠隔システム」にアクセス

②遠隔システム＞ログイン＞平成29年度 生活習慣病対策健

診・保健指導に関する企画・運営・技術研修（事業評価編）＞

掲示板：グループワークデータ共有用

③自分のグループ（Ａ～Ｍ）のフォルダー＞新しいディスカッショ

ントピックを追加する＞件名；グループ名・様式C＞メッセージ

「グループ名・ファイル名」＞添付ファイルの項目に様式Cファ

イルを添付＞フォーラムに投稿

17

【グループ成果物の閲覧について】

＊事業評価編 演習グループA～Mの成果物は，29年度

末までアカウントのある受講生は閲覧することができます。

＊遠隔システム＞平成29年度 生活習慣病対策健診・

保健指導に関する企画・運営・技術研修（事業評価編）

＞「掲示板：グループワークデータ共有用」から，他の

グループの成果物も参考に，実務にお役立てください。
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